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Abstract: Afterthe March 75 incidenton Japanese Communist Party members in 1928, many 
activists converted in prison, and conversion period (tenko jidai) appeared. The converted 
people (tenkosha) then wrote notes in which they described the ideological and spiritual 
changes that occurred during their imprisonment. The change was prompted by the teachings 
of Buddhism, mainly Jodo Shinshu, and the presence of chaplains (kyokaishi) who mediated 
the teachings. The 7ekos7a abandoned their faith in Marxism, returned to Japanese traditional 
familism, became devoted to the Emperor of Japan, and some started to practice agricultural 
fundamentalism. In this article, | will focus on a person named Kobayashi Morito (1902 
-1984), who wrote about his own experience of conversion in Until He Left the Communist 
Party (1932) and also edited the notes of other conversion people and published them as 
Notes of a Converter (1933) and Thought and Life of the Converted (1935), and will analyze 
the stories of conversion experiences of various tenkosha, reexamining how they accepted 
conversion, and at the same time focus on the contradictions and conflicts that occurred there. 
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要旨 : 共産 主義 者 に 対し て 大 量 弾 庄 が 行わ れ た 1928 年 の 三 ・ 一 五 事 件 以降 、 獄中 体験 か ら 多 
く の 転 向 者 が 生ま れ 、「 転 向 時 代 」 が 現 出し た 。 転向 者 た ち は 手 記 を 書い て 、 その 中 で 獄中 に お 
いて どの よう な 思想 的 ・ 精 神 的 変化 が 起き た の か を 語っ て いる 。 その 変化 を 促し た の が 浄土 真 
宗 を 主体 と する 仏教 の 教え と 、 そ れ を 仲介 し た 教 許 師 の 存在 だ っ た 。 彼ら は 仏教 を 導き 手 と し て 
マル クス 主義 へ の 信奉 を 捨て 家族 主義 に 回 帰し 、 天皇 へ の 帰依 へ と 向かい 、 一 部 は 農 本 主義 的 
な 実践 に 入っ て いっ た 。 本 稿 で は 1930 年 代 前 半期 に 自身 の 転向 体験 を 『 共 産 常 を 有する 迄 』 に 
書く と と も に 他 の 転向 者 の 手記 を 編集 し て 『 転 向 者 の 手記 』『 転 向 者 の 思想 と 生活 』 と し て 出版 し 
た 小林 柱 人 (1902-1984) と いう 人 物 を 中 心 に 、 様 々 な 転向 者 の 転向 体験 の 語り を 分 析 し 、 彼 ら が 
どの よう に 転向 を 受け 入れ て いっ た の か を 再 検討 し 、 同時 に そこ に 生じ て いた 矛盾 や 葛藤 に も 注 
目 し て 考察 を 加え る も の で ある 。 


キー ワー ド : 転向 、 マ ルク ス 主 義 、 農 本 主義 、 小 林 杜 人 . 


『 転 向 者 の 手記 』 と 小林 杜 人 
『 転 向 者 の 手記 』 と いう 本 が ある 。1933 年 10 月 に 大 道 社 と いう 
ら 刊 行 さ れ て いる 。 大道 社 と いう と 宗教 家 の 川 合 清 丸 が 主導 し て 
設立 し 1880 年 代 か ら 主として 仏教 書 の 刊行 を 行っ て いた 日 本 国教 大 道 社 が 
4 
( 


ある 。 日 本 国教 大 道 社 と いう 組織 の 目指 す と ころ は 川合 の 『 
社 設立 主意 』 (大 道 社 、1891) に 記さ れ て いる よう に 、 神 偽 仏 
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柄 合 し な いも の で ある こと を 明か に し よう と し た 」 と い 2 転向 の 動機 は !、 
佐野 ・ 鍋 山 ら 共産 党 指 導 部 の 転向 の 動機 説明 と 共有 する 部 分 が 大 きい >。 
「 コ ミン テル ン 日 本 支部 」 と し て コミ ン テ ル ン の 指示 に 従属 する 地位 を 拒否 
する 、 端 的 に 言え を ば ナシ ョ ナリ ズム (国情 ) の 背 定 と 強調 に よっ て イン タ 
ナシ ョ ナル な 共産 主義 運動 か ら の 自立 を 訴え る と いう の が その 論理 で あ 
る 。 そ の 核心 に あっ た の が コミ ン テ ル ン が 決定 し た ( 政 主 制 の 廃止 ) へ の 
反応 に あっ た こと は 周知 の 通り だ が 、 私 が 小林 杜 人 の 転向 が 重要 だ と 考え 
る の は 、 彼 が 党 中 枢 の 指導 部 の 人 間 で は な く 、 地 方 の 労農 運動 の 現場 に い 
た こと 、 そ し て 自身 の 転向 の 媒介 と な っ た 仏教 へ の 帰依 を も と に 帝国 更 
新 会 と いう 組織 の 中 で 後続 の 転向 者 た ちの 受け 皿 に な っ た こと で ある 。 
因みに 『 共 産 党 を 脱 す る 迄 』 の 語り は 主人 公 を (小野 〉 と 三人称 で 記し 
て いる 。 仮名 で ある (小野 陽一 ) と いう 著者 名 に よる 「 信 濃 の 山国 の 一 農 
民 青 年 の 三 十 年 の 生活 記録 」 ( 自 度 ) が (私 ) で は な く 自 身 の 名 字 で 語 
られ る と いう 体裁 に は な に や ら 物 語 め いた 雰囲気 が 漂う 。 先駆 的 な 転向 
研究 の 一 つ で ある パト リシア ・ ス タイ ン ホ フ (Patricia G. Steihoff) の Ten- 
ko (1991) は 執筆 に 際 し て 小林 杜 人 へ の 聞き 取り 調査 も 行っ て いる が 、 巻 
末 の 文献 表 で は 小林 の 編著 二 冊 と は 区 別して 、 E 産 党 を 脱 す る 迄 』 を 椎 
名 麟 三 や 島木 健作 の 小説 作品 と 一 緒 に "Eiction” に 分 類 し て いる ぅ 3。 内 容 的 に 
は 自信 的 回 想 で ある 作品 が 主人 公 を (小野 ) と いう 呼称 で 三人称 化 (相対 
化 ) し て 虚構 的 な 装い を 行う こと で 、 (転向 者 ) に 向け られ る 読者 の 好奇 
な まな ざし に 応じ る こと が 出来 た の で ある $ 
一 人 称 で は な く 三 人 称 に よる (告白 録 ) 。 こ の 告白 の 独特 な 人 称 の 様式 
こそ が (転向 ) の 語り を 倫理 的 に 卑 快 な 行為 と し て 自己 否定 する ( 尼 悔 


! 小野 陽一 『 共 産 党 を 脱 す る 迄 J』』 (大 道 社 、1932) 、p.3. 

2 転向 声明 に よっ て 集団 的 転向 を 誘発 し (転向 時 代 ) を も た らし た 二 人 の 幹 音 
の うち 鍋 山 貞 親 の 反共 主義 思想 に つい て は 、 そ の 戦後 の 活動 を も 射程 に 収め 
た レト ・ ホ フン マン (Reto Hofnann) の 次 の 最新 の 研究 を 参照 。Hofmann Reto 
2020, What's Left of the Right: Nabeyama Sadachika and Anti-communism in Transwar Japan, 
1930-1960, «The Journal of Asian Studies» 79 (②: pp. 403-427。 付 言 す れ ば 小林 の 転向 

論理 は 佐野 ・ 鍋 山 の 転向 を 用 意 し た と され る 水野 成夫 ら 共 産 党 労 働 者 派 ( 解 

党派 ) の 論理 と も 相 通 ずる 。 転 向後 水野 成夫 は 軍部 の 協力 で 国策 パル プ を 起 

業 し 、 戦 後に は フジ サン ケ A RE 史 に 
名 前 を 残す こと に な る 。 前掲 、 小 林 『「 転 向 期 」 の ひと びと 』 に も 記さ れ て 
いる よう に 、 水 野 は 小林 杜 人 と も 接点 が あっ た 。 

3 SteinhoffP 1991, Tenko: ideology and societal NON) in prewar Japan, Garland, New York: 219. 
スタ イン ホフ は 小林 が 編集 し た 二 冊 の 手記 集 が プロ パガン ダ 的 な 意図 を 持っ た 
著作 で ある と 見 な し うる と 評 し 、 小 林 本 人 へ の 聞き 取り に より その 出版 に は 政 

府 当局 か ら 一 部 資金 援助 を 受け て いた こと も 明か し て いる (bidem:208) 。 

* 萬田 慶太 「「 転 向 者 の 手記 も の 」 に お ける 家族 表象 の 編成 一 一 帝国 更新 会 の 

まこ 『 国 文学 放 』 第 239 与 、 2018・9) は 小林 が 編集 に 関 

わっ た 転向 記 の 家族 表象 を 分 析 し た すぐ れ た 論考 だ が 、 そ こ で も 『 共 産 党 を 

脱 す る 迄 』 の 仮名 の 使用 に 着目 し 、 こ れ を 転向 文学 の 文脈 の 中 に 位置 づけ て 

いる 。 萬田 の 「『 共 産 党 を 脱 す る 迄 』 の 仮名 の 構造 は 、 実 名 の 手記 が 成立 す 

る 以前 の 過渡 期 の 形態 と 言え る 」 (p.31) と いう 指摘 は 参照 に 値する 。 
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の 


1 向 者 の 手記 』 【 
通ずる 、 話 法 の 無間 


意識 的 転 


に 落と す の で は な く 、 病 を 癒 や し て 視 
語り と し て 機能 きせ て いる の だ 。 これ 
お ける 小野 陽一 小林 梓 
ある い は 


言う で べき も の で は な い だ ろ うか 。 


全日 


水平 社 の 運 


UTU 


助 、 


本 無産 青年 同盟 、 


運動 【 こ 従 事 、 
野 ) の こう し た 長野 に 


上 産 常 から の 接近 と 入党 
お ける 活 』 


動 歴 は 


HI MORITO AND HIS NETWORKS 


会 復帰 する 一 種 の (更生 記 ) 
は 冒頭 か ら 掲げ た 小林 の 編著 
E 人 と いう 呼称 の 使い 分 け に も 


意 識 を 仮装 する 語り の 誕 術 と も 


労農 党 地方 支部 の リー ダー、 農 民 
a 検挙 、 入 獄 に 至る まで の ( 小 
、 ま さ し く 佐野 ・ 鍋 山 ら 党 の スタ ー 


た ちと は 対極 的 な 、 地 方 ( < 根 を 張っ た 現場 の 人 の 歩み を 示 し て いる (と は 


いえ 小林 の 人 脈 は 広く 、 


転向 者 コネ クシ ョ ン を 持っ て いた ?) 。 彼 E 
日 すこ と で 成り 立っ て いた 。 こ うし た 直近 な 人 々 の 盆 苦 と 


を 家族 か ら 送 り 昌 


水野 成夫 か ら 高 倉 テル * ま で 多様 な 


社会 矛盾 に 対し て 無 


り 立 て た の と 同時 に 、 


その 


視 す る こと の H 


上 産 主義 者 
身 の 家 庭 も 小作 農 と 製糸 労働 者 


日 来 な い 真 琶 な 意識 が 彼 を 共産 主義 に 駆 


ーー 


の (作品) から 
不眠 に 昔 し み 自 # 


転向 後 は 小林 が 帝 
させ る 重 
迄 』 ( NON 
行 す る た め こ は コ ミ ン テ ル 
i eh 
村主 体 の い 、 さ ら に は 家族 3 


国 更 新 会 に 


時 難 


う 発想 の 転換 (まさ し く (方 向 
意 し て お きた いこ と は 、 
岡田 式 静 入 法 や 二 木 式 腹 式 呼吸 法 、 西 


る の だ が 、 こ こ で 注 


『 正 信 偶 』 


テル に つい て は 


読 論 の みな ら ず 、 
法 な ど 交 座 と 腹 式 呼吸 の トレ ー 
心 主義 的 な 食 生 活 そ し て 薬物 を 用 いな い 


『 転 向 者 の 思想 と 生 


ea pe 
(小野 ) が 自ら の 心身 の 危機 を 克服 し て 、 
ン 主 導 に よる 世界 1 
に 根 ざ さ な けれ ば な ら な い 、 
基盤 と し た も の で な けれ ば な ら な いと い 


同体 を 
転換 ) ) へ と 進ん で 行く 過程 が 語 


上 産 主 義 か ら の 離脱 に も 向かわ せ た こ と が 、 
も うか が い 知 れる 。 
殺 末 遂に 至る 獄 
師 ) と いう 僧 但 だ っ た 。 この 下 師 の モデ ル こ そ 、 
お いて 思想 犯 の (保護 ) と 更生 の 仕事 


ュー 


、 小 林 は 高倉 
活 』 に その こ 


E 恵 照 に ( 


生活 か ら 彼 を 救っ た の が 教 許 師 の (F 
小林 杜 人 を 転向 に 導き 、 
に 従事 
「 共 産 党 を 脱 す る 
農民 解放 を 実 
共産 主義 は 無効 で 、 
そし て その 国家 は 農 


ほか な ら な い 。 


じ さ れ た 


ne 
(小野 ) が FE 師 の 勧め に 


MM 
ング を 実践 し 、 昌 喘 法 も 加味 し た 菜食 中 
自然 


療法 を 続け る こと で 身体 の 健 


の 公理 


| に 帝国 更新 会 の 
と が 言及 され て いる 。 


期 」 の ひと びと 治 
被告 の 前 出 の 水野 


安 維 
成夫 の ほか 


門 


清康 ある 


ヽ は 佐野 学 、 


と が わか る 
ずれ も 明 


= 


( 同 
治 未 】 


= 


p.23、p.27) 。 


持 法 下 の 活動 家 和 群像 』 ヵ 
風間 丈 吉 ら と の 幅広 い 人 
ら 流行 し た 静 座 と 呼吸 法 な ど に よっ て 健 


ら は 小林 が 同 
浅野 晃 、 河 合 悦 三 林 
KK を 持っ て いた 


改 


良 を 行 


月 か 


本 技法 。 そ れ ぞ 3 


席 


yh 


吸 静 学 法 と も 言わ れる よう! 


a 
ュ ン 


本 技法 は ある 種 の く 行 〉 
義 の 身体 訓練 に も 取 
な く 〈 静 邊 ) を 行う の は 、 
真宗 で は 禅 
二 木 の 身体 技法 の 謀 


(修行 
入れ られ 


宗 の よう な 静 座 な どの 修行 を 排 
ま 細 に つい て は 高橋 英恵 の 二 つ の 論考 、 


て いっ た 。 
藤井 恵 照 な どの 教主 師 が 浄土 


、 西 勝 造 が 創始 。 岡田 式 は 岡田 
人 を 組み 合わ せ た も の 。 SO. し 
と し て (座禅 と は 別に ) 宗教 行為 や 国 
な お 、 小 林 プ 小野 が (座禅) 
真宗 の 僧 介 で 、: 
MA 岡 E 
「 岡 田 式 呼 吸 


に AN 
攻 G 上 ト 鞭 典 居 避 穫 


部 


| 
束 


に | 
= ユ 


TSUBOI HIDETO 


の 
廃棄 と 連動 し て いる こと 

念仏 、 静 座 、 
え が ナ チュ ラリ スト 的 な , 
は 一 つの ( 農 ) の 思想 、 


将 


ム と の 連合 思想 は ] 


ズム と 決定 


階級 闘争 は これ を 「 闘 争 主義 」 と し て 仙 定 し 、 仏 教 の 「 合 
NR 
民 と し て 生き る か 、 
1 意 され て 3$、 
まる の だ 。 こ の 反 「 闘 争 主義 」 


れる べき こと と され る 。 
戦士 と し て 生き る か 」 と 
一 気 に 四 年 


回 復 を は か っ た こと が 、 
腹 式 呼吸 、 
あえ て いえ ば 農 本 主義 


な も の で ある こと が 見 えて くる 。 そ し て この 
世界 同時 1 


間 の 獄中 生活 の 清算 が 始 


土 


仏教 3 
で ある 。 
自体 訓練 、 菜 食 主義 


示 ) へ の 州 


ム い 身 の と 一 体 化 


、 自 然 療法 
し た 小野 小林 の (転向 ) の , 


呈 依 そし て 


cee ee 


ム 教 と 
共産 


ンド / 証 : 


計 を 標準 化す る 


「 良 き 国 
いう 二 者 択 一 が 


働 者 単位 の 
農民 ) を 


( 農 


分 を 次 に 引 


(都市 〉 【 


こも 


農民 に 


に 従属 する も の で な し に 農村 それ 自身 の 建設 に よっ て 、 


ね ば な ら め ぬ と 信ずる 。 


根本 的 に 云 へ 人 ば 、 マ ルキ シズ ム は 、 労 働 者 を 
は その 指導 権 は 与 へ て あな い の だ 。 小野 は 農村 は 決し て 都会 
建て 直さ れ 


思想 の 


議 ) も 調停 に 


小野 は 今 こ > に 無 
的 発展 の 過程 を 正 
な けれ ば な ら ぬ と 
心 し た の だ 。 

か く て 身心 健康 法 ( 


に マル キシ ズム に 
ん だ た めで あつ た 。 
俺 は 日 本 国民 と 
信念 は 決し て 柱 げ な v 
批判 する 範囲 


条件 に 
じ く 記 Eo 丸 識 陣 浴 。、 
思ふ 。 か くし て 国家 の た め に 一 
こ 精 進 
の 健康 は 立直 つて 行 つ た 。 


に 於 て の 批判 


し た 結果 、 


昭和 四 年 の 十 二 月 


( 農 ) 、 


主義 の イン ター ナシ ョ 
的 に 背 務 する こと に な る 。 ナ チュ ラリ ズム へ の 覚醒 は 一 国 
義 王 NC EN 


階級 を 


心 と し た も の で 、 


国民 と し て の 自分 を 承認 し 、 国 家 の 歴 更 
歴史 の 進路 を 誤 ら し め め ぬ 様 進ま 


E 産 主義 の 


仏教 の 教 


田 相 


7 ビッ ピ ト 


変形 と し て 典型 的 
ナチ ュ ララ リズ 


ナリ 
主 


3 


に 向 ! i 
心 と し た 
そこ か ら は まさ に 


は 労 


に 対抗 し て 空間 と し て の さく 農村 ) と その 主体 で ある 
前 景 化 させ も する 。 こ うし た (転向 思想 を 最も 集約 し た 部 


命 を 致 そ うと 決 


し て 断然 生き る ! 俺 は 人 が 何と 
し て マル キシ ズム が 、 
想 と し て 、 正 し いも の で あつ て も 、 そ 
民族 の 一 


何 に 


田 
IN 


\。 如 


れ が 我が国 体 、 国 民 必 


E と 合致 せ ぬ 以上 、 し か も 上 自 


云 は ぶ と も 、 


本 


分 は 日 


か ら 、 小 野 
比 に 至る に は 、 人 の 信仰 が 確立 し 、 同 時 
対す る 清算 も な され て 、 ひ た すら 暑 生 の 一 路 に 歩 


この 


有 産 者 


上 会 を 


人 で ある 以上 、 国 家 過 程 に 於 て 、 マ ルキ シズ ム と 別れ る こと の 正 し 
さ を 認識 し た 。 
然し て 彼 は 、 今 後 救 ひ を 中 心 と し た 日 本 国民 と し て 、 生 きた いと 
念願 し た の で ある %。 
法 に つい て : 技法 の 分 析 」 (『 体 育 学 研究 』 第 so 巻 第 2 号 、2005) 、「 二 木 式 
腹 式 呼吸 法 に つい て 」 (『 体 育 学研 究 』 第 51 巻 第 3 号 、2006) を 参照 。 
* 前 掲 書 、p.131. 
? 前掲 書 、p.172. 
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マル クス 主義 へ の 違和感 


A ran ng oe 
れ て いる 。 長野 で の 労農 運動 か ら も 、 


記 底 に し た 、 共 産 党 で いえ ば 労農 派 に 


う 1。 小林 の 思想 を 「 乱 農 = 
的 な も や の 」 と いち 早く 位置 づけ て みせ た の は 、 


こも 見 られ る よう に 


に 
小林 は 土地 に 
上 威 する 運 更 


同 研究 
千 


デブ 


夫人 四 iR 


転向 』 に お ける 藤 | 


省 三 で あっ た 『。 


、 そ れ が (農村 を 


し て いな いこ と に 現 
根ざし た 農民 運動 を 
助 家 で あっ た と 言え よ 
耕作 を 主 な 担い 手 と し た 農 本 主義 に 特徴 


思想 の 科学 研究 会 編 ド 
『 共 産 党 を 脱 する 迄 』 


に つい て 「 小 野 は 長野 県 の 運動 を 、 左 糞 i 
病 的 思想 運動 の 伺か ら 脱 却 せ し め 、 之 を 大 衆 の も の た らし むる た め に 準 
備 を 進め つ > あつ た 」 と 記述 が ある よう に 5、 小 林 自 
的 教条 主義 に は 最初 か ら 批 判 的 立場 を 明らか ! 
杜 人 が (小野 陽一 ) の 名 前 で 書 


身 が 共産 主義 の 急進 
こし て いた 。 も ちろ ん 小林 
ョ 身 の (転向 始末 記 )》 は 体験 の 事後 


的 に 語る も の で ある 以上 、 い くら で も 経験 は 書き 換え (虚構 化 ) 可能 だ 。 
し か し 、 右 の 引用 部 分 で も 、 叙 述 の 主格 は 小野) か ら 途 中 で 自由 間接 


回 避 


各 法 の も と で 一 人 称 の 〈( 俺 ) 【 
著作 は 出獄 し て 社会 復帰 する 幕切れ の あたり で 、 
人 と 混同 され る か た ち で 語り 手 と 主人 公 の 間 に 混 乱 を 4 


こ か わり 、 


最後 に ( 役 ) 【 


に 戻し て お り 、 こ の 
小野) が 著者 の 小林 杜 
E み 出し て いる 。 例 


えば 「 人 凡夫 の 信心 は 虚 仮 不実 な も の だ 。 従 つて 如来 加 向 の 真実 の 浄 信 を 得 


て の み 、 

見 や う 。 ン 小野 は 2 

こう し た 語り 手 ノ 主人公 の 分 節 の 混乱 は 
ざわ さ 手 


12 


一 切 が 浄化 され る の で あつ た 。 そ れ に つい て 今 少し 実感 を 述べ て 
F づ 、 そ れ を 肉親 の 上 か ら 考 へ て 見 よう 」 


と いう 箇所 。 


『 転 向 者 の 手記 』】 に お いて 、 わ 


記 を 小野 陽一 ) 名 義 で 書き 、 す ぐ そ の 後に (小林 
別 の ( 小野) を 含む ) 他 者 の 転向 手 


上 人 ) 名義 で 
記 を 総括 する 文章 を 書く と いう 下 遠 


山川 均 に 代表 され る 労農 派 の 
究 会 編 『 共 同 研 究 転向 』 中 巻 (平凡 社 、1960) ! 
民 戦 線 一 一 山川 均 を めぐ っ て 」 を 参照 。 


RE RN に つい て は 思想 の 科学 研 
所 収 の 判 沢 弘 「 労 農 派 と 人 
判 沢 ( は 福本 イズ ム と の 対決 を 回 避 


し た 山川 の 抵抗 と 転向 を 「 不 作為 (Omission) の 転向 」 と し て 批判 し つつ 、 天 


量 及 び 量 室 に 関す る 山川 の 心情 に 
こ 的 確 に 要約 し て いる 。 


を 次 の よう ( 
を 持ち 得 た の 


は 一 一 引用 者 


時 理解 を 示し な が ら 、 
「 (山川 が 福本 イズ ム 以 後に 柔軟 な 思 


思考 様式 の な か の 浴 流 と し て 、 


哲学 と し て の イギリス 経験 論 刻 


選 様式 が 、 


て いた か ら に ほか な ら な い 。 


は あっ た は ず の も の で ある が 、 


ける マル クス 主義 の 発 且 


も で きる 。」 (同書 、p.429) 


藤田 省 三 「 昭 和 八 年 を 中 心 と する 転向 の 状況 」 (思想 の 科学 研究 会 編 
研究 転向 』 上 巻 、 平 凡 社 、19s9) p. 51。 な お 、 
書 等 の 資料 も 活用 し て の 小林 に 関す る 最新 の 研究 で ある 福家 崇 洋 「 転 向 
きる 苦悩 小林 杜 人 の 転向 論 に 1 


第 741 号 、2020・7) も 藤田 の 論説 を 


生活 の 思想 と し て 生き つづ 


「 山 川 イ ズム 」 


F 民 社会 


本 来 、 マ ルク ス の 思 
マル クス 以後 の 


避 想 の 中 に 根元 的 に 
バイ ッ お よび ソ ヴィ エト に 
の 過程 の な か で 抹殺 され て し まっ た も の で あり 、 
の 意味 で 、 山 川 イ ズム は マル クス 本 来 の 面目 を と り も どす も の と 考え る こ 


と 


の 共産 党員 と し て , 表 で は 労働 農 


づけ て いる ( 同 論考 、p.41) 。 
前 掲 書 、p.28. 


1 
\I 
陣 芝 時 注 到 er 六 各 き S 


長野 県 立 歴 史 館 の 小林 杜 

に 

重点 を あて て 」 (『 大 原 社 会 問題 研究 所 雑誌 
g 点 と し て 転向 前 の 小林 を 「 裏 で は 非 合 

民 党 の 活動 , 農民 運動 に 尽力 し た 」 と 位 
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な 手 


宏 き を 踏ん で いる こと と も 上 


えれ ば 、 虚 構 的 存在 の 、 つ まり 名 前 を 変 


ミン グ ア デア 


( 告 


白 ) する に 


こ 至 


過程 その も の が 


する こと も 出来 な く は な い だ ろ 2。 


3. 全体 的 転 
本 稿 の 置 g 


向 一 一 転位 ) と し て の 転向 
に 掲げ た 『 転 向 者 の 手 


林 ノ 小野 の 守 


向 記 の 集成 で ある 。 
五郎 と な っ て いる の だ が 、 


ヨ 録 た る 『 


上 産 党 を 


た だ 、[『 転 
上 述 


の 前 に 小野 陽 


名 で EE 


いう 段階 を 踏ん で いる 


「 転 向 者 の 思想 と 生 


E 活 』 


も 、 第 一 部 「 


日 本 


民 の EE 


さん 
フロ 


向 者 の 手 
の 通り 


の 思 
いる 。 そこ 
で 


だ だ 


想 を 語り 、 第 二 部 で 24 名 26 称 の 転向 
に 手記 を 寄稿 し て いる 転向 者 も 小林 小野 と 同様 ( 
\ る こと が 後に 明か され て いる 5。 


部 の 前 半 「 生 泊 
他 者 に よ 


白 選 」 


な っ て 彼ら に 取材 し 、 そ の 証言 を 編集 し 語 


の 最初 を 占め る 「 更 4 
る 転向 記 は 当 人 の 執筆 に な る の で は な く 、 


し か も 沿 


ほ ね て 考え る べき こと が ら だ が 、 


見 方 を 変 


え 正 体 を 隠し た 転向 者 が 実名 で カ 


露頭 し て いる の だ と 解釈 


記 』 と 『 転 向 者 の 思想 と 4 


脱 す る 迄 』 と! 


ヽ 林 相 


の 場合 は 小林 は 編者 と し て の 役 
に 立ち て 」 で は 自身 の 体験 を も と に し た 転向 
載 す る と いう 体裁 を と っ て 


記 を 掲 


すべ きこ 


E 々 活 【 


称 」 の 残り と 第 二 部 後半 


で は 当事者 の ヨ 


「 感 想 落 」 
E 体 は ( 君 ) と し て 二人称 で ( 


は v 


えて ) 語ら れる 。 こ の 
共産 党 を 脱 す る 迄 』 


『 ま 3 


上 雇 


つの 著作 の 間 で 自ら の 主体 と 他 者 の 主体 の 語り が 微妙 


ーー 
ヽ ュー 


と は 。、 
『 転 向 者 


1932 
記 』 


の 手 


し て その 変化 が 小林 杜 人 と いう 人 物 の 転向 者 と し て の 位置 } 


中 し て し 


ずれ 


『 転 


は 異な り 、 
記 』 は 編者 名 は 発行 者 の 
人 は 最後 に 総括 文 を 
身 の 転向 に つい て 語っ て お り 、 名 前 
体験 の 他 者 化 を 行っ た 上 で 、 そ の 他 者 の 転向 


こい そし む 人 々 」 と し 
すべて 小林 が 語り 
‘いる の で ある (「4 
も 当 人 の 手 語 


E 活 』 は 小 
他 者 の 転 
は 乙女 男 
書き 、 そ 
を 変え て の EE 


体験 を 集成 編集 し 総括 する と 


割 を 全 


う し つつ 


こ 筆 名 を 用 い 

、 同 書 第 二 
\ う 
手 と 
E 活 
を 掲載 ) 。 そ こ 


と に 


時 に 〈( 彼 ) な どの 三人称 を 交 
EE か ら 193$ 年 に か け て 小林 が 関わ っ た 
向 者 の 思想 と 4 


E 活 』 と いう 三 


応 を し て いる こと を 示し て いる の で は な い だ ろ うか 。 


転向 と は 
り を 必 2 


が (転向 ) を 個 


前 掲 小 林 『 
る 庄司 役 が 
村山 藤 


虐 


ブ 


。 その 末尾 に 


SN 


転向 者 の 


も 一 人 残ら ず 転 向 H 
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、 少 な く と も 戦前 戦 
【 と し て いた と も 言え る だ ろう か 。 
匿名 実名 の 二 重 


使 


に お 


「 転 向 期 」 の ひと びと 』 は 
産 党 労働 者 派 で 、 


いて は ある 利 


その な か で 小 


用 か ら 実 名 へ と カム アウ ト し て いっ た 背 
人 の 問題 に 


「 私 の 行路 」 と い 


> に 変 1 


ほ g の 虚構 ( 


で お り 。 で 
収 り の 変化 と 対 


匿名 ) の 語 
ng 
背 藤 { よ 、 彼 


月 京 【 


と ど ま る も の と し て NN 3 と 


う 文 章 を 書い て い 


小 株 と 同様 労農 党 の 運動 か ら 共 産 党 ( に 入っ た 


ド 産 


所 沈 
ロ 


四郎 の こ と で ある と 明か し て いる 。 村 山 ノ 庄 司 は この 文章 で 、 
ど コ ミン テル ン 指 導 下 の 
小林 に 比べ る と 、 マ ルク ス 主 義 の 唯物 


批判 


ス 主 義 者 に 対し て 、 冷 た い 批 詞 
ヽ つ は ら ざ る 心情 だ ら う と 
HH 来る や うに と 


は 次 の 印象 的 な 言葉 が 記さ 
E な ど を 加 


史観 を より 綿密 に 検 語 
れ て いる 。 「 正 
へ た く は あり ま 


思ひ ます 。 


今日 な ほ 


いふ 念 


願 と 共に 。」 


( 同 


こ 一 元 化 し て 論 


詩 


= 


君主 制 
理 的 に は 単純 な 
EL し E99 と し て い 
直 の と ころ 、 マ ル 
は ん 。 これ は 凡 て 
転向 し きれ な い 者 
p. 274) . 


CONVERTERS TELL TH 


が 大 きく 関わ っ て いた と 思わ れる 。 そ れ を 藤田 
に 捉え る な ら ば 「 誠 実 主義 


EIR STORIES: KOBAYASHI 


させ られ て いる この 


MORITO AND HIS NETWORKS 


省 三 【 


こし た が っ て 育 定 的 


に よっ て 私 的 な 働き と 社 
思想 が 明治 以来 の 日 本 社会 を 底 か ら 


会 的 な 働き と が 直通 
支え , 危機 が お 


と ずれ る 度 に , それ の 建て 直し の エネ ルギー を 提供 し た も の で あっ た 」 


と 言い 換え られ る の だ が 『、 


個人 (私 ) と 志 


る 意識 は 、 同 時 に 小林 の 転向 の 思想 を ます ます 翼 
て いか ざる を 得 な か っ た の で ある 。 


『 転 向 者 の 手記 』 巻末 に 小林 が 実名 で 書い て いる 総括 文 「 転 向 者 は 
手記 を 掲載 し た 山口 隼人 を 訪問 し た と きのこ と を 
和 名 山麓 の 笑 輪 で 「 新 農村 
で 知り 合い 
口 は 


へ 行く 」 は 同書 の 巻頭 に 


書い て いる 。 転向 出 獄 後 は 郷里 の 群馬 、 
営 」 を 実践 する 山口 は 小林 と は 同じ 豊 多摩 刑務 所 
に 親 辻 の 教え に 目 覚め て 転向 し た 関係 


クス 主義 を 捨て て も # 


り は 我が家 庭 を 先 づ 」 
と し て 「 家 族 的 組合 」 


同体 ( 社 


会 ) と に 通路 を つく 
替 的 な 方 向 に 推し 進 


何処 


こ あ る 。 1 


E 同 経 
一 大 は & と も 


ヨ 身 の 手 記 で は マル 


動 を 継続 する と 言い 、 
救済 する と いう 意志 の も と 、 


運動 を 行い は 
活 の 各 方 面 に 改革 を 加 へ 、 婦 人 の 労働 戦 4 


共同 食堂 、 


「 国 より は 村 を 、 隣 人 よ 
人 Ah 


共同 風呂 を 設け 、 家 庭 生 
県 に 立つ 機会 を 作り 、 吉成 


べく 拡張 し て 、 村 内 の 余剰 労働 を 出来 る だ け 吸 収 し よう と する 」 と 記し て 


いる 5$。 


と 呼ぶ %。 


山口 と 小林 に 
用 語 使用 1 
現さ れる と 言い た 
た の だ が 、 


| 


い 。 親 貫 の 教え と の 出会い に 導 か れ た 山 


ーー 
a N 


あえ て 言う な ら 少 な く と も 『 転 向 


小林 が この 山口 の 組合 運動 ( 


こ 寄 せる 共感 は 深 


の 転向 を 小林 は 「 本 質 的 革命 」 
(し か も その 農村 改革 は 地主 対 小作 の 「 闘 争 主義 」 の 上 に で は 
ME 


る 「 労 働 戦線 」 


両者 の 融和 と し て 実現 する と され る の だ 。) 
「 余 剰 労働 」 そ し て 
に は 転向 に よっ て こそ 彼ら の 本 源 的 な 思想 が 実 
* か の よう で ある 。『 共 産 党 を 脱 す る 迄 』 も そう だ っ 


「 革 命 」 と いっ た 


の 手記 』 ま で の 小林 は 


転向 前 後 で の 自ら の 社会 運動 家 と し て の アイ デン ティ ティ (連続 性 ) を 


手放す こと な く 、 


て 転位 し て みせ て いる の だ 。 


『 転 向 者 の 手記 』 の 二 


て も そう し た 連続 的 自 


画像 を 描く こと に 吾 


年 6 月 の 佐野 ・ 


鍋 山 の 転向 声明 以後 、 


た も の で は ある が (最初 の 著作 『 


小林 の いう 


14 藤 [ 、 
これ に 類似 


な か で 、 
家 、 有 前掲 論考 p. 46) 。 


5 『 転 向 者 の 手記 』、 
前 掲 書 、p.2S9. 


& 


上 同 研究 転向 』 上 巻 、 平 
は 「 小 林 の 主観 と し て は , か ぎり な く 未 端 
転向 者 と 一 般 社会 を 媒介 する 
いう 評価 を 与え て いる ( 福 
は こう し た 視点 を も と に 「 農 本 主義 を 思想 的 
する と いう 、 き わ め て 重要 


前 掲 論 考 、 前 掲 『 
し た 視点 か ら 福 家 崇 洋 
に 近い と ころ に あり な が ら , 転向 者 と 公権力 、 
転向 者 の 居場所 を 作り 出 そ を うと し た 」 と 


な お 、 藤 | 
に 把握 で き な か っ た マル クス 主 
な 論 究 を 行っ て いる ( 同 
pp. 39-41. 


義 の 弱点 」 を 析 H 
、P.$52) 。 


上 


ヶ 凡 社 、 


4 身 と 同朋 た ちの 転向 を 〈 非 転向 と し て の 転向 ) と し 


E 後 に 刊行 し た 『 転 向 者 の 思想 と 生活 』 に お い 
し て いる 。 こ の 二 冊 は 1933 
「 転 向 時 代 」 に 刊行 され 
E 産 党 を 脱 す る 迄 』 は それ より 半年 以 


ーー 


1959) 、p. 51。 また 


| 
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上 さか の ば ぼる) 、 そ の 二 年 の 時 
に お いて も 、 そ の 変化 は 小さ く 
は 本 名 
口 隼 人 の 組合 
た だ く 国 


填 


ンド 


運 


動 に 
民主 義 、 し か も 資本 主 


山 薦 の 農村 で 家族 的 な 小さ な 
感 す る 小林 の 姿 ( 
E 義 を 否定 する の で は な く 、 


間 差 は 小林 の 境遇 に お いて も 
な か っ た と 言え る だ ろう 。 
上 産 ヨ 
は 見 出し に くい 。 


の 発展 を 
で は 
的 な 家族 


絶対 天 量 制 を 前 提 に 


的 国体 観念 、 彼 の 言葉 


こ 支 持 する 立場 が 鮮明 に 打ち 
革命 へ の 意志 は 当然 放 乗 され 、 佐 野 ・ 


鍋 山 ら の 一 国 入 
「 親 和 的 な 家族 全体 


で いう E 義 」 


本 の 社会 
も は や そこ に 
i ti 
天皇 を 頂点 に 
資本 主 
HH され る "。 
上 会 主義 は 
に 


を 


そこ 
日 本 
よっ 


て 塗り 替え られ る だ ろう 。 そ こ で は (転向 ) の 概念 も 急進 的 に ヴァ ー ジ 


ョ ン ア ッ プ され る こと に な る 。 

こと も あろ うに 小林 は 
転向 現象 と は 日 本 精神 に 
れ は 共産 ヨ 
本 の 各層 が 、 全 面 的 に 】 
そう し た 全体 的 な 転向 を 前 
全体 的 転向 の 一 環 」 に すぎ な いと 


2 
フロ 


め る と ころ に 
モモ 義 者 の マル クス 主義 否 
比 判 さ れ 、 再 検討 され 、 
j 提 と すれ ば 


ーー 


E の 次 元 だ け の 間 題 で は な い 、 
一 大 転換 期 に 


「 ヨ 
いう こ - と に な る ぉ 。 


共産 主 


この 「 全 


E 義 者 の 転向 は 、 日 
体 的 転向 」 


「 あ ら ゆ る も の は 転向 する 」 と いう 節 を 立て て 、 
生起 する も の な の で あっ て 、 そ 


今日 


ある 」、 


本 の 


の 考え に お いて は 「 資 本 主義 が 日 本 的 な も の と し て 、 転 向 し つ > あ る 」 


と まで 言う の で ある め 。 

さら に 「 教 育 も 、 
に お いて は 西欧 の 自 
め て それ を 「 日 本 的 


に 」 批 半 


|、 


を さながら ブラ ッ ク ホ ー ル の よう 


し て わが も の と し て 摂取 する あ 


(転向) と は まさ に (転位 ) と 呼ん で も 3 


日 本 的 に 転向 
由 主 義 、 資 本 主義 そし て マル クス 主義 の 波 
源 過 、 発 展 さ せ て いる と 述べ て 、 
に あら ゆる も の を 飲み 込み 、 そ れ を 消化 
読み か えて いく 。 そ こ で は 
ト い 概念 と ね な っ て いる の で ある 。 


りか た と し て 


裏 セ 


に 


(転向 ) と は も は や 1f 
本 お よび その 版 図 に 住 


間 を 


まう 者 が 自ら を 


国 


し つ ょ ある 」 と 付け 加え る 小林 は %、 
助 を 受け と 
(転向 ) 


0 


る 後ろ め た い 背 徳行 為 な ど で は な く 、 
民 化 する た め の ポ ジテ ィ ヴ か つ 普 


日 本 


日 


遍 的 な 通過 儀礼 と し て 転位 され て いく の で ある (だ か ら 小 林 は 〈 内 鮮 一 


体 ) を 根拠 に 朝鮮 人 の 転向 者 に も 視線 を 沿 


思想 と 4 


例え ば 『 転 向 者 の ! 
う 手 記 を 寄せ た 小野 義 
機 改革 に 在 る 
を 包み 隠さ ず ! = 
は 共産 党 エ 
編者 の 小 林 の 態度 と は 
『 転 向 者 の 思想 と 生活 』、 
前 掲 書 、p.41. 
前 掲 p. 44. 
小林 の この 〈 内 鮮 一 体 〉 の 意識 
を も と に 指摘 する 「 転 向 が 日 


論考 p. 1 と いう 視点 る 
B 机 と 和 条 1 こ は 三 人 の 朝鮮 


E 活 』 


紀 


事 を 俺 は 確信 


た 


の 
み 


| 


ヾ 


P. 39. 


MD 
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次 は 二 度 の 検挙 の 後 の 転 
前 し て いる ( 同 


本 を 超え て 
本 転向 の 先鞭 を 付け た の が 我々 


E ぐ ) 3。 この 極端 な 論 


に 内 資本 ヨ 


書 141) 。 


村 ヽ 


断言 し 、 


思う 。 


LE に つい て は 福家 崇 洋 が 1934 有 


E の 小林 の 発 
国外 に まで 広がっ て いる と いう 意識 


理 展 開 に 


に 「「 朗 ら か な 裏切り 者 」 と な る まで 」 とい 
向後 も 「 根 本 は 資本 主義 経済 
E 義 体制 の 誤診 
旋盤 工 と し て 働い て きた 小野 
の 「 イ ン テ リ 」 た ち に 対す る 冷め た 視線 も うか が える 。 
上 較 し て お きた いと 思う 


ah 


ma 


も 産 主義 者 だ と いう 


負 」 


ゝ らち 捉え る こと が 有効 で あや ろう 。 な お 、 
E 人 転向 者 の 手記 が 収録 され て いる 。 


(前 
『 転 向 


CONVERTERS TELL THEIR STORIES: KOBAYASHI MORITO AND HIS NETWORKS 


は 、 党 や 細胞 他 の 組織 や 
生き 方 の 問題 に 帰せ られ る ( 転 
る 小林 の 意図 が は っ きり と 見 て 昌 


4. さま ざま な 転向 者 た ちの 語 


「 転 向 者 の 手 語 
外 の ) 転向 記 の 筆 
向 者 の 手記 』 の 山口 
生活 』 の 山 郎 、 東 海 林 勉 、 
行 の 二 
が あっ た こ 
| 


ゴゴ 


| 


(証言 者 ) 


隼人 ( 隼 W 


闘争 を 止 揚 し た ) 
の こと を 取り 上 げ て 
る 」 と 称え て いる ?。 
の 活動 は 、 彼 が 構想 
dann され て し 

そこ に は 地 ヨ 
em の 


「 共 
だ が 、 


有 


\ 則 が 反発 を 招 


| 


が 活路 を 見 


と 『 転 向 者 の 思想 と 4 


ト 同 体 な どの 間 題 で ある 前 ( 


向 ) を 公 
披 れ る 。 


に は 幾つ か 


こ 個 人 の 〈 弱 さ 〉) や 
ま 的 な 次 元 に 引き 上 げ よ うと す 


E 活 』 
な り が 見 られ る 。 


に 集め られ た (小林 本 人 以 
小林 は 『 転 


BR) に つ v 、 て いえ ば 、 

第 一 部 で 小林 は 転向 者 が 農村 開拓 と 農村 に お ける 
同社 会 」 の 構築 に 努め て いる 事例 を 挙げ 、 特 に 
合 の 事業 に 献身 し て 確固 


一 年 経過 し て の 群馬 に お 
し た 「 共 同 経営 組 
‘た の で ある 
モモ と 小作 に よっ て 構 
きき 圧 
HH し た の が 「 産 


o 


合 」 の 指 


成 さ れ て いた 組織 の 階級 差 意 識 に 
同 経営 の 理想 が 破綻 し た こと が 示 


有人 、 林 勉 、 村 井 久 四 郎 は それ ぞ れ 『 転 向 者 の 思想 と 
岩永 七郎 の こと だ と 明か し て いる 。 大 
5 に 小林 も 含め て これ ら 転向 者 た ちの 境 骨 に 
は 想像 する に 難く な い 。 先 ( 


書 刊 
は 少な か ら ぬ 変化 
の 手記 で の 手記 に つ 
「 転 向 者 の 思想 と 生活 』 
小林 に いわ せれ ば 階級 
山 
た る 基礎 を 造 つ て ゐ 
ける 山口 の 農村 改革 
E 折 に よっ て まさ に 方 向 転 


こ 『 転 向 


よる 分 
姿 さ 


= 
te. 


れ て いる 。 そ の 山口 
も ) の 活動 だ っ た 。 
年 か ら 1935 年 の この 時 期 、 


この 背景 【 


政 


け 


( 


よ 、 


= 
ー 


お うと し た 小さ な 部 落 単 位 の 


ト 同 


渡 が 群馬 の 彼 の } 


の 重 


色 元 に も 訪れ て いた こと が ある ろう フ 。 
助 き は 農村 自治 の 熱気 を 持っ た も の だ っ た が 、 


詳 述 は され て いな い が 、 
よっ て 産業 組合 法 が 改正 され 、 山 
経営 組合 を 飲み 込む よう な 全 諾 


(「 農 村 組 


お そら 


E 業 組合 」 ] と 
1933 
が 行 
化 の 


ほ 明 


組 
準 業 組合 青年 財 
山口 が それ に どの よう に 


特 【 ビ 


TF 


ー 
ー 有 庁 


応 し た の か は わか ら な い 
導 者 の 義成 が 必要 だ と 
の で ある 。 こ うし た 
が な お 垣間見 られ る 。 
小林 は と いえ ば 、 獄 
本 部 長 を 務め て いた 帝 
の 少し 前 か ら そ こ で の 仕事 に 
僚 で あっ た 宮城 長 五郎 (治安 維 


JH ロロ 


語 の 選択 に 


で 彼 を 


た た 


国 更 新 会 思想 部 ! 


持 法 成立 


は 先 に 
(改心 〉 


更新 会 が 


ブー 


2 前 掲 書 、pp.68-69. 


忠 想 犯 受 け 入 れ を 始め た の 


ここ で も 山口 
、 林 ! こ 語 り 、 時 「 農 村 オ ル グ 」 と 名 づけ 


に 導い た 教 許 師 
こ 招 か れ て 、 
こ 専 従 し て いた 。 1926 和 を 
に 関与 ) に よ 

は 、1931 年 12 月 2 日 


3 


は 農村 改革 を 主導 する 指 
「 て いる 
的 転向 ) の 姿勢 


述べ た く 非 転 


本 


・ 膝 井 恵 照 が 東京 
『 転 避 者 の 手記 』 刊行 

膝 井 と 当時 司法 省 官 
設立 され た 帝国 


に 仮釈放 で 出獄 し 


ー 
os 
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た る # 小 林 を 受け 入れ た の が 最初 だ っ た %。 1934 年 12 月 に は 同 会 の 思想 部 が 独 
立 し て 帝国 更新 会 思想 部 が 成立 し 、 小 林 は そこ で 「 転 向 者 」 保 護 の 活動 」 


を 展開 し て いく の で ある 3%。 


の 数 年 の 間 に 〈 救 われ る 者 ) か ら 救う 者 ) へ の 転換 が 


共産 党 を 脱 す る 迄 』 か ら 『 転 向 者 の 手記 』 そし て 
活 』 と 出獄 後に 矢 継 ぎ ば や に (転向 本 )〉 を 刊行 し た 小林 相 


『 転 向 者 の 思想 と 生 
E 人 の 中 で は 、 そ 


着実 に 進行 し て い 


た と いう こと な の だ ろう 。 山口 隼人 (健郎 ) の 例 と は 


E た 別 の か た ち で 、 


小林 の 場合 も 、 検 源 さ れる 前 の 農村 運動 の 理想 を 転向 後 も 連続 させ よう と 
し た と 言え よう 。 し か し 、 本 来 (断絶 ) で ある は ず の 転向 を 〈 連 続 ) へ と 


内 在 する 構造 だ っ た よう に 思わ れる の で ある 。 


反転 させ る 小林 の 論理 構造 は 、 小 林 固 有 の 異色 の も の で も な ん で も な く 、 
世界 的 に みて きわ め て 日 本 的 な 現象 で ある と 言わ れ て きた 転向 その も の に 


『 転 向 者 の 手記 』】 に は 一 人 だ け 女 性 の 手記 が 掲載 され て いる 。 筆 者 名 は 


動 に 関わ り 市 ヶ 谷 刑 務 所 に 拘禁 され た 。 貴 族 


古島 ゆき 。 秋 田 県 出身 で 東京 女子 高等 師範 学校 (家政 科 ) 在学 中 に 学内 運 
H 身 の 一 人 の 女性 が 奈落 の 底 


に 落ち て いく 小説 を 読ん で 刺激 を 受け た 彼女 は 
まで 理想 と し て きた 良妻 賢母 主義 を 捨て て 共産 党 
時 の 尋問 で 党 の 秘密 を 喋っ て し まっ た こと に 類 阿 の 


義 に 目覚 め て 、 そ れ 
に 入党 。 二 度目 の 検挙 の 
日 々 を 送る 中 で 母親 の 


愛情 と 教 許 師 の 導き で 仏 書 に 触れ 念仏 を 唱え る よう に な る 。 古 島 は 半年 の 


獄中 生活 で 二 重 の (裏切り 〉 を 行っ た 自己 を 振り 返る 。 
母 を 欺 き 、 家 に 背 い て 共産 常に 走 つ た 私 、 麗 


E 由 は と も 角 、 更 に 再 


転 し て 共産 党員 と し て の 同志 を 裏 切 つ た 私 、v 
私 で す 。 凡 て の 人 に 許し を 旭 ひ た い 、 そ し て 具 語 
その 他 に 現在 の 私 の 行く べき 道 が あら うと は / 
傷つき 汚れ た 凡 て の 人 間 を 、 そ の ま ょ ゝ に 受 ! 


裏切ら ね ば な ら ぬ 
され て 生き た い ! 
中 へ ませ ん で し た 。 
、 そ の ま ゝ に 


抱擁 し て くれ る も の が 、 仏 で ある と し た な ら ば 、 現 在 の や うな 人 罪 
に 喘ぐ 私 は 、 只 管 御 仏 の 救 ひ に お 繝 り する 外 な いと 思 は れ て 参り 


まし た % き 。 


転向 者 の 手記 』 は 「 数 ある 転向 者 中 、 真 ! 
昌 人 々 に 執筆 を 依頼 し て 成り 立っ た 


t=] 
LT 


3 前 掲 、 小 林 『「 転 向 期 」 の ひと びと 』、pp.26.27. 


こ 宗教 に 菊 つ て 一 路 更 生 に 躍 
E 記 集 な の で 、 そ こ に 宗 

こ は 仏 教 、 そ れ も 準 土 真宗 の 教え と それ を 誘導 する 教 許 師 の 存在 が 
“i 2 と を 落と し て いる こと は 言う まで も な い 。 この こと に は この 著作 


4 殿 平 善彦 「 転 向 と 仏教 思想 ] 務 所 教 府 と 関連 
代 と 仏教 8 一 書 刊 行 会 、1977) お よび 


こ お け る 思想 犯 保護 」 (『 東 京 社会 福祉 史 研究 』 第 8 号 、 


3 前 掲 、 殿 平 論考 、p.258. 
% 前 掲 、『 転 向 者 の 手記 』、p.eo. 
? 前 掲 、『 転 向 者 の 手記 』 、p.3 


」 iR 


ロリ 


2014・$) 参照 。 


CO 


質 的 な 編者 と 


a A 


古島 の 手記 も 


教え 導き へ の 感謝 を 強調 し て いる %。 
「 環 異 抄 』 や 清 沢 満 
と っ て は 実は それ ほど 本 
は 出獄 後に 家庭 と 
徳 」 と し て 感謝 を 綴っ て いる の だ が 、 
この 宗教 の 宣伝 に 一 


介在 し て お り 、 
教え の 内 実は 彼女 に 
と 思わ れる 。 古 
う 「 如 来 大 悲 の 恩 


で し た ら 、 何 も の を も 投げ 棄て 、 


「 大 悲 の 御手 ! に 紀 る 


決心 し た か も しれ 
の 私 は 
れ で は 親 絡 の 言う 


教え に も 反する だ ろう 。 
身 の 「 弱 さ 」 に 


こと が 


5. 


古島 の 語 EE っ た 、 


(宗教 は 阿片 ) 一 一 宗教 批判 
母 を 欺 い て 


E せ ん が 、 


[如来 大 悲 の 因 
彼女 の 場 


に = 


つく づく 自 2 
、 嘘 に も そん な 夢 は 持ち 得 ま せん 」 と 率 
徳 は 、 身 を 粉 に 

合 、 親 や 1 
来 す る と 考え る が ゆえ 
や 受け 入れ られ な く な っ て いた の か も しれ な い 。 


同志 を 裏切る ご 重 の 裏 切 り ヽ ヽ 
の 転向 者 が 共有 し て いた トラ ウマ で あっ た だ ろう 。 そ し て そこ 


け の 弱き さと いふ 


まで 」 と いう 表題 


VERTERS TELL THEIR STORIES: KOBAYASHI MORITO AND HIS NETWORKS 
思わ れる 小林 杜 人 が 教 放 師 藤井 恵 照 の 導き で 転向 し た 
に ある よう に 仏教 の 


古島 の 転向 に も 小林 の よう に 教 許 師 が 
鞍 の 著作 に 触れ て いる の だ が 、 


仏教 の 


重要 で は な か っ た の で は な いか 
[会 に 復帰 で きた こと を 浄土 真宗 に 言 


同時 に 「 以 前 の 私 


生 を 捧げ る 、 な ど > 


も の を 知 つ た 現在 


直 に 告 E 


ーー 


白 す る の で ある %。 


ヽ ュー 


en と いう 


は 克服 され た の か 


ト 産 主義 者 に な り 、 
(裏切り の 連鎖 ) は 


I 間 を 立て 続け 
に 、 他 律 的 世界 し か も は 


獄 ! 


を 差し 伸 べ て きた の が 仏教 だ っ た 。 
族 主義 と 天皇 
み 合 わせ は 様々 と は いえ 、 (仏教 ) 


月 


ら ず 転向 者 の 人 々 に よる 語り の 記録 が すべ て 彼ら 彼女 ら の 心 
な く 表 し て いた と 考え る こと が 
ER 


(家族 (特に 母 ) ) 
つが いわ ば セッ ト で 提供 され た も の だ っ た 。 


に 斉 裏切っ て きた 


で は 転向 し て 共産 党 
彼女 だ け ( 


こ 限 ら ず 多く 
に 救済 の 手 


し か も 仏教 の 教え は 小林 が 唱え る 大 家 
制 絶対 主義 6 る い は 農 本 主義 と 芋づる 式 に つなが り 、 そ の 組 


と は いえ 、 古 島 の 手記 に 


< 


日 来 な いこ 


ども 。 


記 は 一 Wi 日 書 で あり 告白 録 三 剛 悔 録 で あり 、 


約 書 の 


と は 、 


は 


区 割 も 果たし た か ら だ (後記 、 
ER 
これ は 否 定 す る こと が 出来 な いで あろ う 。 


( 農 ) の 
限 
を いつ わり 


天星) 


また 事実 で あろ う 。 そ も 
自ら 望ん で 書い た も の と は 考え に 
こ は 手 記 を 書く こと に 忠 路 い を 覚え た 者 も いた だ ろう 。 和 転向 の 手 


田 


再犯 を 行わ な いと いう 装 
守 平 の 回 想 も 参照 ) 。 
更新 会 の 人 々 が 加担 し て いた こ 


そう し た 


串 の 役割 を 基軸 に 転向 の 問題 を 考察 し て いる アダ ム ・ ラ イオ ンズ (Adam 
古島 の 転向 体験 の 物語 化 を 転向 プロ グラ ム の 代表 例 と し て 位置 づ 


け 、「 (教主 師 の 介入 に よる 転向 プロ グラ ム の ) 矯正 シス テム は 、 政 治 参 


加 を 個人 的 な 救済 願望 に 置き 換え る 戦略 で ある 、 社 


会 的 3 


立 と 宗教 の 導き 


の 組み 合わ せ に も と づい て いた 」 と 捉え て いる 。 Lyons A. 2019, From Marxism 
to Religion: Thought Crimes and Forced Conversions in Imperial Japan, «Japanese Journal of 
Religious Studies» 46 (2): 210. 


) 
© 


前 掲 書 、p.73. 
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転向 と いう イヴ ェ ン ト は 形式 的 に 見 れ ば 、 そ れ ま で の (いつ わり の E 


エコ 


己 ) か ら (真正 


の 


己 ) へ の 


舞台 裏 に 


品 


は 他 者 (家族 、 同 志 な ど ) そし て 
や 裏切る こと が 複雑 な 時 間 系 列 の ! 


避 帰 また は アッ プ グ レー ド な の だ が 、 


ュー 


その 


自身 に 対し て いつ わる こと 


で 波打つ よう に 起こ っ て いた か ら だ 。 
島 の 転向 に お いて は 仏教 の 教え は その きっ か け を 超え る も の で は な か っ 


た だ ろう 。 そ し て 転向 に まつ わる 三 点 / 四 点 セ ッ ト (仏教 ノ 家 族 ズ 天皇 ググ 


型 


か は 辻 


農 ) が どの 程度 まで その 後 の 彼女 の 4 
山 る こ NN 


殿 平 善彦 
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「 理 論 の 清算 」「 国 


な 動機 」 


(「 家 庭 関係 」 


トド に 上 る こと を も と に 


之 


(告白 ) 


he 5 味 する 」 と 指摘 し 、 
に 転向 を せま り 続 け 」 
NE この 統計 の 数 値 の も と 
に どの 程度 の 客観 1 


「 身 上 関係 」 
、 そ れ が 「 転 


れ を 前 提 


こす れ ば 、 転 向 者 の 多数 は 


天皇 主義 、 大 家族 主義 6 る い は 農 本 主義 と 


と る 6 


国 


民 化 ) 儀礼 と し て の 主体 的 な 転向 』 


E 活 の 実践 と 規範 


司法 保護 統計 (「 昭 和 十 二 年 
の 転向 動 和 の 統計 か ら 
ヨ 覚 」) が 398 パ ー セ ント で ある の に 対し て 


それ を 「 天 皇 制 権力 」 が 拘禁 者 
「 あ ら ゆ る 手段 で 努力 を 傾け た 無惨 な 結果 」 だ 
に な っ た 拘禁 者 転向 者 の 個 
生 が ある か に つい て は 考慮 する 必要 が ある が 、 
、 小 林 が (物語 ) 化し て いる よう な 、 


に 根 を 張っ て いた の 


保護 観察 処分 者 の 思 
「 公 的 な 動機 」 (「 信 仰 上 」 
「 私 的 


「 拘 禁 に よる 後悔 」) が 54.3 パ ー セ 
向 動機 が 一 般 に 極め て 単純 で あっ た 


こ 対 し て 「 無 制 


々 の 


~ 
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‘っ た 思想 を 信念 を も っ て 選び 


忠 想 な ど と は つなが り が 薄かっ 


た と いう こと に な る 。 
で の 転向 
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は 注意 
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動機 の 
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分 は 必ず し も 明確 で は な い だ 
0 0 
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動 の 仲間 を 裏切る 
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な か っ た だ け で な く 、 


「 彼 ら が 転向 に 於 ける 新た な 自 
、 彼 ら に 自 


己 確立 を 真宗 


天皇 制 イ デオ ロ ギ ー の 奉仕 


を 提供 し えた 」 の で ある $%。 
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浄土 真宗 で は な く 
運 款 


と を 示し て いる る 
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徒 で も あっ た 母親 の 母性 愛 と 
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蓮 示 へ の 信仰 を 媒介 に 転向 し た が 、 


a 身 が 熱心 な 日 
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前 掲 書 、 
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(宗教 は 民衆 の 阿 
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と いう 、 上 人 の 編著 の 
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池 ノ 内 、 前 掲 文 、 目 
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民衆 に 幻想 の うち だ け の 幸福 感 を 与え る 宗教 を 廃棄 
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は な い が 、 
まず この 歌集 が 池 ノ P 


いく つか 注 


OO は 、 病 を 得 て 保 釈 さ れ た 後に 
1930) と いう 歌集 を 刊行 し て いる 。 短歌 は 
すぐ れ た 作品 が 多い 。 今 これ を 詳し く 語 
すべ きこ と が ら が ある の で 紹介 し て 
の 歌 で や る と いう こと で あ 


の 転向 前 の 闘 


序文 の 一 つ は (転向 前 の ) 
ま 屈 せ ぬ 若き プロ レタ リア の 、 立 派 な 精 
が ある の は その た めで ある (本 に は 
歌 へ る 」 と 刻印 され て いる 
「 歌 を 詠む ーー 反逆 の 子 は 価 


) oO 


(p.15) 次 に 歌集 


こ 「 称 


上 に 」 
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清三郎 が 書 


いて いる が 、 そ こ ! 
的 記録 」 (p. 6) と 
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直 な き 
と 


に か > る 性 も つ 、 われ 【 は 赤 
、 う 章 が 特に 設け られ て いる こと が 、 


後 の 転向 記 に お ける ま 


- に は 次 の よう な 矛盾 


の 存 有 
店 す る 表現 が 見 られ る 。 


グ 歴 史 的 使命 知る 子 の 、 グ 


BB ちら ざる 世 と な ら ば 


人 


は 3 


E の 重 さ に つなが る と ころ が ある こと で ある 。 そ 


[ 


屋 よ ! 泣き 給 ふ 勿 れ か し 、 


(p. 9%1) 「 わ れ を 子 と 、 呼 


ぶ を 用 


グ 峡 
( 農 ) の 主題 を めぐ っ て も 次 の よう な 歌 ( 
土 の 恋し も 、 ノー 一 被告 の 我 が 、 


し か し 、 


(p. 34) 


あぁ あるいは 教 許 B 
を 違う 角度 か られ 
出 原 優 「 お 念仏 に 
337. 


この 歌集 で 最も 注 
) の 信仰 表明 と は 
神仏 な し と 信 ず も 、/ プ たわむれ に 
次 の 歌 は 明確 な 教主 
て ある 本 を 読ま せ た が る 、 ノ 教 許 師 の 心 を 

i の 宗派 と の 食 
赴 完 し て くれ る 1 イ 1 
生か され つ > 


[か 


は な か らん 。 あ た ら 此 の 世に 。」 (p. 94) 
こす ぐに 突き あたる 。 「 病 め ば か く 、 
グ 培 ふ 土 も 、 あ れ と 思 へ る 。」 (p. 112) 


すべ き は 、 次 の 検挙 拘禁 の 中 で 転向 し た 際 の 仏 


な り 異 な っ た ニュ アン ス の 信仰 に 関わ る 歌 に 
弥 陀 を 唱 へ て 、 ン 年 に 
師 批判 で ある 。 「 嘘 ば か り 、 書 い 

グ 今 日 も あはれ む 。」 (p. 61) 
違い も あっ た か も し れ な い が 、 本 稿 の 考 祭 
E 品 で ある 。 
阿 維 漢 道 より 菩 際 道 ー 一 」、 
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傍点 原文 ] ?。 
宗教 と 違 
点 に お いて 本 源 的 に 相同 的 関係 に ある が 、 
転回 し て いく 帰結 と し て 、 両 者 は 排 中 
に な る 。 とりわけ 転向 に お いて は 仏教 、 就 中 、 
代表 され る 浄土 真宗 


関係 に ある で も 家族 の 絆 、 


家族 の , 


る 。 準 土 真宗 を 媒介 
I の 世界 」 
出し 、 そ れ を 未来 の 転向 者 に 差し 出し た の だ 


廃棄 する こと を 要求 する こと で ある 。 
の 谷 へ の 批判 の 萌芽 で ある 。 環 き の 谷 に 聖 
陥 」 を 与え る も の こそ 、 宗 教 だ か ら で あ る 。 


中 想 と は 、 い ずれ も が 現実 変革 と いう モメ ント を 内 


の 教え は マル クス 主義 唯物 
思 愛 の 自覚 と 
は 決し て 折り 0 と し て 転向 記 で は 共通 し 
こし て の マル クス 主義 の 克服 と 社 
に よる 「 闘 争 


だ か ら 宗 教 } 


比 判 と は 、 
な る も の と いう 仮 
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山元 訳 、 


在 き させ て いる 
それ が 差異 性 へ と 


まみ 対立 へ と 


他 力 本 願 や 悪 
論 と は 取 
) う 点 は 、 


と 言え る 。 


ロロ 

(宗教 は 民衆 の 阿片 ) と は 現実 生 
い 款 教 を 批判 する 言葉 な の だ が 、 
表 さ れる 転 
産 主 義 ) こそ が 〈 現 実 と いう 不幸 〉 の 次 元 


導き に よっ て 、 そ れ と 連繋 し た と ころ の 天 量 


よっ て (現実 と いう 不幸 ) を (現実 の 幸福 ) 
り 共 える こと が 出来 る の で ある 。 も ちろ ん 
援 会 ( 


け で は な い が 、 そ れ は 監獄 内 部 に 
り に も 無力 だ っ た の で ある 。 
本 者 の 思想 と 生活 』 


『 転 直 
を 寄せ て いる 角田 守 平 ( 儀 平治 9) 
准 寸 と し て 共産 党 
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に 


は 東京 


事件 
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小林 お よび 藤井 恵 照ら 帝国 
向 を 誘導 する 宗教 の 位置 に 立っ て みれ ば 、 マ ルク ス ヨ 


に 「 隆 下 の 赤 子 た る 自 
帝国 


EE 的 関係 と し て 受け と め ら れる こ に 
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の 
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山元 訳 、 光 文 社 古 』 
ク ) O 
は 戦後 も 弁護 士 、 


新訳 文庫 、2014) 


、P. 162 


社会 運動 家 と し て 活動 し 、 


『 ユ ダ ヤ 人 問題 に Ne 


CO 
翌年 に は 満 洲 の 大 連 刑 務 p 


哲学 批 
分 は 原 ! 


(傍点 


更新 会 に 代 


E 義 ( 共 


仏 の 


uck) へ と す 
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し て いる が 、 
と 天 時 へ の 旋 
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覚 」 を 持つ こと で 日 
それ が 「 大 安心 」 を も た らし 「 明 朗 潤 達 な 気持 」 
いや 明 朗 開 達 な 気持 ち が 共 産 主義 者 と し て の 過去 と の 
し 去っ て くれ る ) と いう 論 
で 成り 立つ 論理 な の で は な い だ ろ うか 。 
共産 主義 者 の 過去 を 忘れ た い ( 消 
骨 た い が た め に 国家 
(自覚 する ) と いう よう に 一 一 
E た 転向 者 が 転向 を 決断 する 精神 的 過程 の メカ ニ ズ 


ヨ 』 と いう 回 想 


可 想 で は 「 了 牙 


エ 」 


身 も 検挙 され た 角 


バ 結局 転向 


し て し まう の は 、 
に も と づく も の だ と いう 。 
土 真奈 へ の 導き の こと 転向 後 は 「 郷 党 の 恩 」 
角田 の 場合 は 手記 を 読む 限り 
依 に 中 心 化 され て いる と 言え る 。 
で あつ た と いふ 事実 に すら 拘 泥 せ ず 、 
凡 て を 投 託し 得 
こ な り 度 い も の で す 」 と いう 言葉 が それ を 
動機 」 と し て は 不 


本 


た い ) 、 


理 展 開 だ が 、 


上 録 の 中 で 転向 に 
の 手記 の 論旨 と 完全 に 同じ に 


kd に 3 


る 大 安心 を 得 


本 来 は こ 
( (現実 と いう 不幸 ) 
そし て 安心 と 明 
に 服従 する 、 す な わ ち 天皇 へ の 絶対 帰依 を 
。 因果 ある い は 
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田 が 家族 や 親族 
表題 に あ 


大 | 


に 報い る 


En 


障 


る とこ と 


国家 に 凡 て を 投 託 し 得る 
を 与え て くれ る (そし て 


司 一 性 の トラ 
れ は 全て 逆 進 行 
と 闘っ た ) 
朗 開 達 (現実 


的 と 手段 を 転 


Lk 


身 の 精神 的 過 


第 下 の 赤 子 」 


な い 。 角 | 


< 
品 


を か 


者 の 思 


け て 手記 を 書 


邊 いた と いう 。 

NN 
に は 必要 な 過程 で も あっ た 4%」。 ここ に 言う 
想 と 生活 』 掲載 の 手記 


の 


と 同じ も の で は な い 。 


家族 制 


に も 恩 


度 を 無視 し 否 
『 転 向 者 の 思想 と 生活 』 の 手 語 


顧 を 受け て 島 } 


過大 等 ら 


DS 


者 


に な ら な い の 
な ど と いう 表現 


は 「 治 安 維持 法 違 反 で 逮捕 
記 を 書く の が 例 で あっ た 」 と し 、 黙 秘 権 を 行使 し た 
を 決意 し て か ら は 警 侍 填 内 
これ を 法律 的 に 
中 想 な ら び に 行動 と 訣別 
「 手 記 」 は も ちろ ん 


こい えば 


ド 目 白書 で 


日 本 的 特性 、 特 


共産 主義 へ の 強い 懐 


は 記さ れ て いな い 。 
も 親しん だ が 、 


また 


聖書 
里 書 ( 


角田 は 藤 
に 触れ た 


こと で プロ テス タン ト の 信仰 に 入っ た *。 出獄 の 2 年 後に は 前 橋 の 教会 で カ 


RY 


ク 


39 角 


ゃ 前掲 書 
は 共産 党員 と し て 逮 拓 


41 


「 私 
者 


訪 ヽ 


儀 平治 『 わ が 告 


ヨ 』 


書 、p.23. 


p. 22. 


( 聖 ヨ ゼ フ の 家 、 


に 改宗 し 、 以 後 は キリ スト 者 と し て 生 


1982) 、 


を 全 


用 さ れ 、 プ ブ プロテス タント と し て 昌 


p- 3 参照 。 


う し て いる 。 


H 獄 し た 」。 前 掲 
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さて 、『 転 向 者 の 
き と 同 様 、 一 人 だ け 
手記 が 少な い の は 、 
$S パ ー セ ント 程度 な の で 不 自 
な か つた 私 」 と いう 手 
あり な が ら 上 掲 の 角 
て 検 準 され て いる 

彼女 の 場合 も 転向 後 の 精 神 の ケア を 受 
こと 教 許 師 の 藤井 恵 照 が 介在 し 、 藤 井 が 
精神 の 安定 を 取り 戻し た と いう (物語 ) 


想 と 生活 』【 
性 の 書き 手 に よる 手 


田 
思 


田 守 平 と 同じ く 日 


こも 『 転 向 者 の 手記 』 


先 に 挙げ た 1937 年 の 司法 保護 統計 で の 女 情 
然 と は 言え な い ) O 
記 を 書い て いる 松 / 


お ける 古島 ゆ 
Ni is 
E の 比率 が 
「 マ ルキ シズ ム に 救 は れ 
向 者 だ 。 教職 


記 が 掲 ヨ 


千代 と いう 転 


の 2 


本 赤色 救援 会 の 一 員 と し て 活動 し 


けた 点 で 、 小 林 と 同じ く IF 師 」 
与え た 仏 書 を 読み か ける こと で 
が そこ に は 用 意 さ れ て いる 。 し 


か し な が ら 、 身 寄り の 少な い 孤 独 の 中 で 


いも の だ っ た と 語ら れる 一 方 で 、 松 原 の 
の 転向 前 後 の 記述 に 見 られ る よう な 思い 詰 
笑 薄 で ある 。 む し ろ 准 静 に 自身 と 周囲 の 
な ざし が 勝っ て いる 

えば 出獄 後に 入 し ぶり で 見 た 婆 婆 の 
獄中 で 考 へ て ゐ た 時 より も 世 は 人 逢 か に # 
と 述べ て いる 。 転 向 は 監獄 の 
き 渡 っ て し まっ て いる 、 と 見 て いる の だ 。 
タ 、 ス ツタ の 連続 で す が 、 我 々 転向 者 が 、 
し ろ 社 会 悪 に 対す る 一 度 開 いた 眼 が 、 急 ( 
し て 、 随 つて 、 
意見 を 持た ぬ 私 ! 


守 


世界 を 訓 
震 じ い 転 向 時 代 で 
だ け で 起き て いた の で は な く 社 会 


ー ーー 
@ に ーー 


て いな し 
は また ) 
松原 は 自身 の 宗教 体験 を 語り つつ も 「 宗 
の 組織 変革 の 上 に は 、 直 接 の 動力 と は な 
も ちろ ん 彼女 の 意図 は 唯物 論 は 社会 を 変 
こと は 出来 な い 、 と いう と ころ に ある の 
う 不 幸 〉 【 Nr こと も 認め 
主体 性 を 置く 松原 
人 間 (Menschen) 人 
Religion macht nicht den Menschen. ) と いう 
離れ て は いな い 。 
「 款 教 は 阿片 な り 」 と 一 言 で 片付け て 
な ら ば 、 転 向 者 の か うし た 言葉 は 、 苦 
善 主 義 へ の 転落 だ と も 云 み で あり ませ 


\ と 率直 に 語る の で ある 


= 
に 3 
本 


p. 319. 
pp. 319-320. 


当 


の 獄中 生活 が 精神 を 病む な ど 計 
A RE 


王 熱 的 な 高 
状況 を 観 祭 NE 


\ ル 


驚い た の は 、 私 が 
あつ た こと で すら ?」 
に 広く 行 
ある い は 「 社 会 は 相 変 ち ら ず ゴツ 
どん な 思想 的 内 容 で 転向 し た に 


し て 


こ 閉 お られ る 筐 も な い の で あり ま 
社会 改良 と か 変革 と か に 対す る マル キシ ズム に 

よ 、 悩 み も 相当 深い も の が ある の で す $」 と 、 転 
を 変え る と いう 視点 を 失わ ず 、 マ ルク ス 主 義 ( 
に は 
] の 意味 で の 〈 非 転向 と し て の 転向 ) が 垣間見 られ る の で 


る 積極 的 
向後 も 社会 
思想 が 見 つけ られ 
信郎 (隼人 ) と 
ある 。 

ミ 教 的 信念 は 或 ひ は 、 政 治 や 経済 
り 得 な いで せ う 」 と も 述べ る 。 
革 で き て も 人 間 を フォ ロー する 
だ が 、 同 時 に 宗教 が (現実 と い 
て いる の で ある 。 それに 人 間 に 


こ 代 替 す る ! 
前 に 述べ た 山 


「 人 (Mensch) が 宗教 を 作る の で あっ て 、 宗 教 が 
(Der Mensch macht die Religion, die 


マル クス の 考え か らい まだ 遠く 


し ま ふ マル キシ スト か ら 見 た 
し まぎれ の 逃 口 上 だ と も 、 独 
う 。 「 背 教 者 』」 で あり 、 或 ひ 
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は 「 独 善 主義 者 」 で ある か も し れ な い 私 も 、 た ゞ 感謝 すべ き 事 は 社 
会 生活 の 基調 を 報恩 行 に 見 出し た こと で あり ます 。 
顧 り み ま す と 、 マ ルキ シス ト と し て 人 礎 命 し た 闘争 の 生活 も 、 不 安 民 
悩 に 日 を 送 つ た 年 獄 の 生活 も 、 す べ て は 私 を 一 歩 前 進 さ せる た め の 
有り 難い 因縁 で あり まし た 。 私 は 無理 の な い 気 持 で 、 今 か う 思 ふ の 
で あり ます も 
松原 千代 の 手記 の 、 こ れ が 結論 で ある 。 こ こ に も まさ に 「 宗 教 は 阿片 な 
り 」 と いう マル クス の 言葉 が 引か れ て いる の だ が 、「 背 教 者 」「 独 善 主義 
者 」 と いう ( 非 転向 ある い は 未 転向 の ) 仲間 た ちか ら 差 し 向け られ る だ ろ 
う 視 線 を 受け と め よ うと も し て いる こと が わか る 。 そ し て 共産 主義 者 と し 
て の 運動 の 時 間 も 獄 中 の 民 悩 の 時 間 も 、 彼 女 の 中 で は 決 し て 否定 され て い 
な い 。 こ れ は いわ ゆる 偽装 転向 で も な い 。 い や 、 そ も そ も 彼 女 は 転向 すら 
し て いな か っ た の で は な いか 
転向 者 の 更生 と 社会 復帰 を 主眼 に 置く 編者 の 小林 村人 は こう し た 転向 
非 転向 の あい まい さ を 見 抜い て いた の か どう か 。 た だ 、 少 な く と も 転向 を 
徹底 させ その 〈 再 犯 〉 を 予防 する 側 は リア リス ティ ッ ク な 眼 で 転向 者 を 見 
て いた こと は 確実 で ある 。 「 昭 和 十 人 年 人 月 思想 研究 資料 特 甲 第 九 
十 五 与 」 と し て 司法 省 刑 事 局 か ら 出 され て いる 極秘 資料 「 左 翼 前 歴 者 の 
転向 問題 に 就 て 」# で 東京 掲示 地方 裁判 所 判事 の 樋口 勝 に よる ! 諾 翼 前 歴 
者 の 転向 問題 に 就 て 」 と いう 大 部 の 論文 が ある 。 樋口 の 関心 は ー に か か 
っ て 転向 を 表明 し た 左翼 思想 犯 の その 転向 が 真正 の (転向 ) た り 得 る の 
I 
樋口 に よれ ば 転向 は 「 マ ルク ス 主 義 を 日 本 化 」 す る こと 社会 民主 主義 
や 自由 主義 等 に 転化 する 次 元 で あっ て は 断 し て な ら ず 、「 マ ルク ス 主 義 的 
意識 その も の > 全面 的 棄 滅 」 「 西 欧 的 近代 意識 (.….……) その も の > 端的 な 
る 破 却 」 で な けれ ば な ら な い *。 こ の よう な 立場 か ら 彼 は 何より も どの よう 
な 状態 を も っ て 転向 は な され た の か 、 億 装 転 向 は どの よう に 防ぎ 得る の か 
と いう 況 沼 の よう な シ ニ シ ズム に は まっ て いく 。 「 共 産 主義 を 信奉 し て も 
所 調 共 産 主義 者 と は 思 つ て 居り ませ ぬ マ ツ 」 と 公判 廷 の 誠 問 で 答え た 思想 犯 
の 言葉 な ど は 樋口 の 立場 に と っ て は 礁 の よう に 不可 解 で 人 脅 威 を 与え る に 十 
分 で あっ た だ ろう 。 取り 締まる 側 の この よう な (< 不安) を 取り 除け る の は 
「 日 本 臣民 と し て 量 国 の 道義 の 自覚 に 徹する 」 と いう (超越 > し か な か っ 
た と 言え よう $$。 こ の 空席 な < 超越 > へ の 自己 投 企 に お いて 転向 者 と 国家 
権力 と は 皮肉 に も 通 底 し て いた の で ある 。 


せ 前 掲 書 、pp.320-321. 

$ 復刻 版 、 社 会 問題 資料 研究 会 編 ・ 社 会 問題 資料 叢書 第 1 輔 『 左 翼 前 歴 者 の 転向 
問題 に 就 て 生活 主義 教育 運動 に 就 て 』 (東洋 文化 社 、1g72) を 参照 。 

* 前 掲 『 左 翼 前 歴 者 の 転向 問題 に 就 て 生活 主義 教育 運動 に 就 て 』 pp.s-9. 

? 前 掲 書 、p.67. 

合 前 掲 書 、p.9 
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6. 残さ れ た 課題 一 浄土 真奈 と 教 許 師 その 他 


こま で 小林 杜 人 自身 の 手記 と 彼 が 編集 に 関わ っ た 転向 手記 集 を 見 て き 

た が 、 最 後に 今後 の 課題 に つい て 述べ て お きた い 。 ま ず 転 向 者 の 内 面 過程 
に 浄土 真宗 が 大 きく 介在 し て いる こと を どう 見 る か と いう 大 き な 課 題 が あ 
る 。 一 般 に 仏教 と 国家 主義 と の つなが り と いう こと で は 、 宗 教 政 党 の カカ で 
凍 法 を 改正 し て 日 蓮 宗 を 国教 化 し 神 権 政治 を 目指 し た 田中 智学 を 始め と 
し て 井上 日 石 、 北 一 輝 、 石 原 革 堆 の 事例 な ど 、 日 蓮 岩 の 関係 者 が 想起 され 
る が 、 そ れ と は 別 | こ 浄土 真宗 教団 の 戦争 責任 に つい て も 戦後 議論 が な さ 
れ て きた 。 さら に 中 島 岳 志 『 親 智 と 日 本 主義 』 (新潮 社 、2017) の よう 
に 親 絡 思想 が どの よう に 国体 論 と 接合 され て いっ た の か を 思想 の 内 実に 
入っ て 捉え よう i 評 も 生ま れ て いる 

し か し 、 転 向 論 の 文脈 で 浄土 真奈 の こ と が 問わ れ べ き は 何 を お いて も 
藤井 恵 照ら 教 許 師 の 存在 で あろ う 。 教 放 師 に つい て は 前 掲 の 左 平 喜彦 、 
副島 望 、 萬 田 慶太 ら の 論考 に 加え て 前 川 亭 % に すぐ れ た 研究 成果 が ある 。 
殿 平 が 指摘 する よう に 監獄 に お ける 教 放 活 動 は 事実 上 浄土 真宗 の 東西 本 
A AI こ な る の だ が 、 前 川 は 両 教 団 の 自己 批 
判 の 不 徹底 を 批判 し た 上 で 、 戦 後に 至る 宗教 教 放 に よる 「 矯 正 の テク ノ 
ロジ ー」 の あり 方 を 間 題 化し て いる 。 
右 の 中 島 は 小林 杜 人 や 山口 信郎 の こと も 取り 上 げ て いる の だ が 、 そ の | 
口 や 上 掲 の 松原 を 始め と し て 、 こ れ ま で 見 て きた 手記 の 中 で 転向 者 の 何 
人 か が 教 許 師 の 導き で 出会っ た 島 地 大 等 の 『 思 想 と 信仰 』 (初版 1928) 
の 影響 の 大 き さ に つい て 語っ て いる こと 、 し か も 『 著 向 者 の 思想 と 生活 』 
の 松原 千代 と 岩内 隆平 (転向 後 、 弥三郎 が 創設 し た 国家 主義 団体 、 
新 日 本 国民 同盟 で 活動 ) と いう 人 物 が 、p. 500 を 優 に こえ る この 大 著 の 中 
か ら 巻 頭 の 「 仏 教 の 同胞 思想 に 就 て ] と いう 文章 を 共通 し て 取り 上 げ て 
いる こと は 興味 深い 。 
島 地 の 称え る 「 同 胞 思想 」 (ブラ ザー フー ド ) は 『 閑 網 経 』 の 「 一 切 の 
男子 は 是 れ 吾 が 父 、 一 切 の 女子 は 是 れ 吾 が 母 」「 六 道 衆生 は 皆 是 れ 吾 が 父 
母 な り 」 と いっ た 一 節 を 前 提 に し て 、 「 神 秘 的 家族 主義 」 と いう 独自 の 
乗 的 家族 主義 を 打ち 立て る の だ が 、 こ れ は 他 民 族 や 異教 徒 を も 包含 する 大 
乗 思想 を 反映 し て お り 、「 全 人 類 は 均 し く 事 実 上 の 父 で あり 母 で ある と 見 
る Aa]」 と いう 発想 は 台湾 や 朝鮮 へ の 同化 主義 的 植民 地 統 治 や 満 洲 の 五 族 共 
和 政 策 に も つなが る 要素 を 持っ て お り 、 こ れ は 〈 内 鮮 一 体 ) の も と で 転 
向 思想 を 発展 させ よう と する 小林 杜 人 の 志向 と 一 致す る 。 


9 近江 幸 正 「 フ ァ シ ズム と 仏教 一 一 国家 主義 思想 と し て の 日 蓮 主 義 」 、 前 
掲 、 講 座 日 本 近代 と 仏教 s き 『 戦 時 下 の 仏教 』、p.13 参 照 。 

% 前 川 亭 「 教 許 師 の 光 と 影 : その 思想 史 的 考察 」 (『 専 修 大 学 法学 研究 所 所 報 』 
第 53 号 、2016・12 ) 

" 島 地 大 等 『 思 想 と 信仰 』 (復刊 ・ 仏 教書 林 中 山 書 房 、1978) 、p.16. 
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島 地 は 1927 年 に 亡くな っ て 
星 有 唐 5 


= 


の 思想 を 大 東 還 


イト メル 


ナオ 秋 
著書 『 死 刑 囚 物語 
が いか に 美しく 執行 の 日 
こ 接 する 藤井 の 回 想 を 見 る 限り 、 そ こ に は 獄 ! 


周 ら 教 許 師 の 役 圭 


師 の 仕事 を 1902 
に 死刑 内 (その 数 200 有 余 名 8) の 教 許 を # 
し 事件 > と 呼ば れ た バラ バラ 殺人 事件 


E ま で の ] 


( 百 華 苑 、1951) の ! 


ゝ る の で 、 そ の 膨 
を 与え た の は あく まで 著作 を 通 
E 新 秩序 や 総力 戦 の 体制 に 細 
ろう 。 そし て 言う まで も な く 島 地 ら の 思想 を 彼ら に 引き 合わ せ た 藤 井 恵 
[に つい て も 検討 され る 必要 が ある ?。 藤井 の 場合 、 教 許 
民 き に わた っ て 勤め 、 思 想 犯 と と も 
た 死 


的 家族 主義 が 転向 者 に 


じ て で あっ た が 、 そ れ は 転向 後 の 転 


付け し た 可能 性 は ある だ 


ce 


内 の 中 で は ( 鈴 


犯人 に 教 放 師 と し て 接し 、 


で も 
を 迎え た か を 共感 を も っ て 物語 化し て いる 。 死刑 


ム 教 の 信仰 を 厚く し た 彼 


ll 


に ある 者 の 言葉 に 耳 を 傾 


、 間 近 に ある 死に 静か に 向き 合わ せる 善意 ある 仏教 者 が 物語 化 さ れ て い 


に は 
教 許 師 が 国家 権力 の 管理 

E 産 主義 思想 を それ に 塗り 替え る 役割 を 果たし た こと は 明白 で 、 死 弄 
司 一 に 考え る こと は 出来 な い 。 小 林 杜 人 ら 転 向 
者 の 尊敬 を 集め た 藤井 ら の 教 放 事 業 そ し て 小林 も 関わ っ て の 帝国 更新 会 や 


内 に 対し て 果たし た こと と 


両 全 会 な ど に お け 
了 ト 林 の 没後 に † 


ン 


し か 言い よう が な い 。 し か し 教 論 
西本 願 寺 の 教 詩 師 向け に 発行 し て いる 書物 に ある 戦前 の 教 許 活動 の 絶 凌 
と 自己 弁護 に 対し て 「 


E 義 イデ オロ ギー の 注入 に 教 許 師 が 積極 的 な 働 


jn 


国 更新 会 で の 


= 
け 
国 更新 会 と 藤 
ど 
の 


よう に 具体 


司書 に は 国民 思 


ml 


ドー ン と な っ て 
3 藤井 恵 照 『 死 刑 


目次 が 掲 
、 西 光 万 吉 ( 條 
運動 時 代 に 関与 し て いた ) 、 


まで 取り 上 げ て きた 『 転 向 者 の 手記 』 『 転 向 者 の 思想 と 生活 』 に 手記 


国 水平 社 の 人 


一 般 に つい て 言う な ら ば 、 前 川 享 


き を し な か っ た と いう の は 事実 に 反する \」 と きび し く 批 判 し て いる こと 
留意 し て お くべ き で あろ 2 う 。 
の 監獄 に お いて 思 


想 犯 を 仏教 の 教え で 善導 


E 保 護 事 業 に 対す る 評価 の 方 法 も 課題 と な ろう 。 

] 行 され た 前 掲 『「 転 向 期 」 の ひと びと 』 に は 、 転 向後 
【 業 、 そ し て 転向 者 の 「 指 導 的 精神 *」 の 研究 の た め に 
\ 照 の 支援 を 得 て 創 設 さ れ た 国民 , 
“に つい て 回 想 さ れ て いる が 、 こ れ ら の 活動 が 彼 の (転向 の 思想 〉) を 
し し て いっ た の か に つい て も 考察 を 拡げ る 必要 が ある 。 
想 研究 所 か ら 193$ 年 8 月 に 創刊 され た 機関 誌 『 甲 生 』 創 
肖 さ れ て いる が 、 そ こ に は 小林 の ほか 庄司 徹 (村山 藤 四 
|] 立 者 。 水平 社 の 運動 に は 小林 も 長野 の 労 
池 ノ 内 三雄 、 金 錬 移 、 角 田 マ 


忠 想 研究 所 で の 活動 


守 平 と いっ た 、 


前 掲 萬 田 論 考 に も 「『 思 想 
乱 照 に よっ て 転向 者 た ち 


仰 』 の 意図 は 教 府 


むこ と が 勧め られ 、 


が ある (p. 33) o 


前 川 、 前 掲 論 考 、p. 112. 
民 思 想 研究 所 か ら 刊 行 し 
ある 言葉 。 同 「 創 刊 の 
録 さ れ て いる 。 


機関 誌 『 韓 生 』 劉 下 
F」 は 前 掲 小林 『 


FE に は な か っ た 。 だ が 、 藤 


相 | 示 会 の 思想 的 バ ッ ク 


号 (1935・8) 「 創 刊 の 辞 」 


穫 苑 、1951) 自 序 、 参 照 。 同 書 、p.1. 


転向 』 


』」 の ひと びと 』、p. 127 に 


87 


TSUBOI HIDETO 


の 執筆 者 が 結集 し て いる $s。 
れ て 1941 年 4 月 の 終 刊 号 
『 国 民 思 想 』 掲載 の 論 
上 記 の 転向 手記 集 ( 


翌年 の 1936 年 に 同誌 は 『 国 
まで 刊行 を 続 
等 を 抜き 出 
こ 執 筆 


し < 「 け 


吉 国 


けた 。 


『 
し て 紹介 し て いる が 、 
国 更新 会 に 


に 所 


民 思 想 』 


と 解題 さ 


転向 期 」 の ひと びと 』 は 


その 執筆 者 を 見 
属し た 転向 の 同朋 ら と と 


、 転 向 者 と (表向き か も し れ な い が ) その 匠 同 者 の 巨大 な ネッ トワ ー 


ドー と が 見 えて くる 。 そこ 


に は 山田 清 三 


郎 、 高 倉 テ ル 、 徳 永 直 、 佐 野 学 、 亀 井 勝一 郎 、 


前 も 見 る こと が 出来 る 。 
新聞 雑誌 統廃合 の た め 
「 廃 刊 に 際 し て 」 


葉 が 見 出せ る 。 
る こと を 信 
呈 一 」 す る 日 
て ヽ ‘ない 。 
ね ば な ら ぬ ss」 と も 言う 。 
国民 の 日 陰 者 の 国民 を 
っ た 転向 者 は も は や 
と か 、 


PE 中 


に 廃 


そし て 「 我 々 こそ は 


国体 と 完全 
前 歴 者 と か 言 は る > 言葉 を 無 


刊 す る こと 
「 新 し い 出発 一 一 上 
は 、 い ずれ も 小林 杜 人 が 書い て 
「 し か し な が ら 私 は 
じ て 居 る 。 元 々 我々 は 
本 人 で ある と いう (超越 


に な っ 
己 批 判 と 


いる 。 


日 


「 新 


日 本 


\ 


画 


そぎ は ら ひ に よ つ て 更に 


を 辿っ て 読ん で いく と 、 


満 洲 開 拓 や 総力 


過程 で 小林 自身 も 応 


3 し た 日 


れ に は アジ アア 太平洋 戦 
か た ち で 、 彼 ら は 


が 始 
自ら の ( 転 


向 者 ) 


と を 迫 ら れ て いた の で ある 。 


『 甲 生 』 創 + 
け 付 ‘| 
更新 会 が 東京 
と だ が 、 一 方 で 同 号 に 


|] 号 の 巻末 に は 「 相 談 音 
が あり 、 同 号 で は 藤 】 


こ 小 林 が 寄稿 


日 


層 純 


戦争 に 


と 


区 体 負 


) 的 転向 の 論理 


民 し て (最も 純化 され た 国 
期し て いる よう に も 見 える 。 
くす る よう に 
ヒ す る べき で ある 39」 
| へ の 順応 


計 ] 


し い 則 半 


田 百 三 、 妹 


た 同誌 


「 国 


民 思 想 の 
に は 次 の よう な 
本 人 で ある 以上 すべ て の 人 が 転向 
国民 で あつ た の だ 5」。 天 
は ここ で も 微動 だ に 
穫 民 の だ れ よ り も 多く 反省 し 私 心 を 去 


性 義 郎 ら の 名 


号 巻頭 の 3 篇 
追 


( 


= 


民 ) と し て 4 


E ま れ 変 わ 


じ よ う 。 


o 


中 と いう 読者 (転向 者 ) か ら の 相談 を 
作 恵 照 が 解答 し て いる 。 そ れ に よる と 帝 


の 深まり に 


一 性 を 探し 直す こ 


「 転 向 者 


我々 は 全体 が み 
『 国 
が 色濃く 、 そ の 
加え て 、 終 刊 与 の 出 た その 年 の 暮 
まる 。 そ の よう な 戦争 の 
し て の 新しい 同 


民 思想 』 


< こ 適応 する 


IN UM 


し た 


「 農 村 


帰 村 し た 転向 折 に 対す る 自 


村 の 無 


々 言及 し た 山口 隼 郎 な ど は 
の デマ も 飛ん だ 》 
る 転向 者 の (転生 ) の 


の 


《「 ま た 危険 な 事 を 


小林 杜 人 「 新 し い 出 発 


巳 批判 と 


号 ] 、1941・8) 、p.7. 
前 掲 、 小 林 論 考 、p. 10. 
前 掲 、 小 林 論 考 、p. 15. 


ー ロ ロ 


EE 


し て 」 


p. 71) な ど と 、 そ の 苦労 に つ 
困難 を 率直 に 
(『 国 


日 


に 潤 ひ ある 生活 を 」 に 
理解 の こ と が 述べ られ て お り 、 本 稿 で も 


中 


上 る と の 


澤 宛 (「 圏 梁 


か や り 出 す の で あら う 」 と 
\ て 記し て お り 、 農 村 に お け 


っ て いる 点 が 興味 深い 。 


民 思 想 』 


第 7 巻 第 4 号 [ 終 刊 


